
  

  教学マネジメント・サイクル（チェック体制・3つのレベル・自己点検）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教学マネジメント・サイクルとは、学修者(学生)が卒業までに到達すべき学修成果に達しているのかを、

一連の PDCA サイクルを継続して行なう中で、改善・向上につなげ教育活動の見直し等に適切に活用

することができる体制のことです。 

体制を整えるだけでなく、IR 情報に基づいた内容に応じて 3つのレベルで検証を進めます。 

■教学マネジメント・サイクルとチェック体制 



  

 

 

 

 

 

❹ Act ❶ Plan

❸ Check

学修者

学修計画・

到達目標の設定

アセスメントプラン

学修の振り返り・

到達度の検証

学修計画

の修正・改善

学修計画・シラバ

スに沿った学修

3つの方針

Plan シート

         

Check‐Act シート

          

ＤＰ達成度調査

（教員/学生）

         

就職先       

全学 レベル

学位プログラムレベル

基本理念と教育目標

授業科目レベル

成績評価

授業評価     

教員相互の授業評価

❷ Do

情報公表

事務長・事務部長 副学長・教育管理者 研究科長・学部長

法人総務部 教学支援部 教務部、学生部、入試・広報部 研究科委員会

法人財務部 連携推進部 各センター館、所 教授会

監査支援室 大学総務部 学部運営会議

改革推進室 学科・専攻会議

1年周期「基本理念と教育目標」　　（学部運営会議）

5年周期の筑女プラン（1年周期の事業計画＋事業報告）　　　　　　　　（大学運営会議）

自己
点検

理事会（理事長）

法人事務局

自己点検運営委員会

事務組織 教学組織

IR推進委員会

研究科・学部

大学執行部会議

常任理事会

事務局長 学長会議学　長

学修者(学生)の学修成果は、３つのレベル（全学レベル・学位プログラムレベル・授業科目レベル）にお

いて、どの内容により何の検証を行なうのかを解り易く明示し検証する必要があります。 

『基本理念と教育目標』では、学位プログラムレベルを中心に授業レベルを含んだ検証を行います。 

本学の教育研究水準の向上や活性化に努めるとともに、その社会的責任を果たしていくため、その理

念・目標に照らして自らの教育研究活動等の状況について自己点検を行うことが重要です。IR 情報等

を利用し、その結果を踏まえ、向上点や改善を要する点などについて自己点検を行います。 

■自己点検の実施体制 

 

■PDCAサイクルと３つのレベル・学修者の関係 


